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平 成 ３ ０ 年

上砂川町議会第４回定例会会議録（第１日）

１２月１２日（水曜日）午前１０時００分 開 会

午前１１時１３分 散 会

〇議事日程 第１号

第 １ 会議録署名議員指名について

第 ２ 会期決定について

１２月１２日～１２月１４日

３日間

第 ３ 諸般の報告

１）議会政務報告

２）第２回砂川地区保健衛生組合議

会定例会結果報告（伊藤議員）

３）第２回砂川地区広域消防組合議

会定例会結果報告（伊藤議員）

４）第２回中空知広域市町村圏組合

議会定例会結果報告（副議長）

５）第２回中・北空知廃棄物処理広

域連合議会定例会結果報告（議

長）

６）石狩川流域下水道組合議会第２

回定例会結果報告（議長）

７）例月出納検査結果報告（９・１

０・１１月分）

第 ４ 認定第 １号 平成２９年度上砂川

町一般会計及び特別会計決算認定に

について

第 ５ 認定第 ２号 平成２９年度上砂川

町水道事業会計決算認定について

※ 決算特別委員会委員長報告

第 ６ 町長行政報告

第 ７ 教育長教育行政報告

第 ８ 同意第 ４号 固定資産評価審査委

員会委員の選任につき同意を求める

ことについて

※ 同意第４号は、即決とする。

第 ９ 諮問第 ２号 人権擁護委員候補者

の推薦につき意見を求めることにつ

いて

※ 諮問第２号は、即決とする。

第１０ 議案第２３号 上砂川町移住定住促

進条例の制定について

第１１ 議案第２４号 上砂川町認定こども

園設置条例の制定について

第１２ 議案第２５号 上砂川町児童館設置

条例の一部を改正する条例制定につ

いて

第１３ 議案第２６号 一般職の職員の給与

に関する条例の一部を改正する条例

制定について

第１４ 議案第２７号 特別職の職員の給与

に関する条例等の一部を改正する条

例制定について

第１５ 議案第２８号 平成３０年度上砂川

町一般会計補正予算（第４号）

第１６ 議案第２９号 平成３０年度上砂川

町下水道事業特別会計補正予算（第

２号）

第１３ 議案第３０号 平成３０年度上砂川

町水道事業会計補正予算（第２号）

※ 議案第２３号～第３０号まで

は、提案理由・内容説明までとす

る。

〇会議録署名議員

８番 髙 橋 成 和
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１番 小 澤 一 文

◎開会の宣告

〇議長（大内兆春） おはようございます。定例

会開会に先立ちまして、皆様に報告いたします。

本年10月15日、横溝一成議員から一身上の都合

により同日をもって辞職したいとの議員辞職願が

提出されました。

閉会中のため、地方自治法第126条ただし書き

の規定により、同日付でこれを許可したことを報

告いたします。

ただいまの出席議員は８名です。

理事者側につきましては、全員出席しておりま

す。

定足数に達しておりますので、平成30年第４回

上砂川町議会定例会は成立いたしましたので、開

会いたします。

（開会 午前１０時００分）

◎開議の宣告

〇議長（大内兆春） 直ちに本日の会議を開きま

す。

◎会議録署名議員指名について

〇議長（大内兆春） 日程第１、会議録署名議員

指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第124条の規定に

よって、８番、髙橋副議長、１番、小澤議員を指

名いたします。よろしくお願いいたします。

◎会期決定について

〇議長（大内兆春） 日程第２、会期決定につい

て議題といたします。

お諮りいたします。本定例会の会期は、本日か

ら12月14日までの３日間にしたいと思いますが、

これにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。

よって、会期は、本日から12月14日までの３日

間に決定いたしました。

なお、会期中の会議の予定につきましては、お

手元に配付の日程表のとおりでございます。

◎諸般の報告

〇議長（大内兆春） 日程第３、諸般の報告を行

います。

議会政務報告を行います。報告事項につきまし

ては、それぞれ印刷してお手元に配付していると

おりでございますので、ごらんになっていただき、

報告にかえさせていただきます。

暫時休憩。

休憩 午前１０時０１分

再開 午前１０時０３分

〇議長（大内兆春） 休憩を解きまして、引き続

き会議を開きます。

次、第２回砂川地区保健衛生組合議会定例会及

び第２回砂川地区広域消防組合議会定例会の結果

について一括して報告を求めます。伊藤議員。

〇３番（伊藤充章） 平成30年第２回砂川地区保

健衛生組合議会定例会が下記のとおり開催されま

したので、ご報告いたします。

日時でございます。平成30年11月26日午前10時

より。

場所でございます。砂川市役所議会委員会室で

ございます。

議件でございます。議案第１号 砂川地区保健

衛生組合職員諸給与条例の一部を改正する条例の

制定について、議案第２号 平成29年度砂川地区

保健衛生組合会計決算の認定を求めることについ

て、報告第１号 事務報告書の提出について、報

告第２号 定期監査報告、報告第３号 例月出納

検査報告。

結果でございます。慎重審議の結果、各議件と

も全会一致、原案のとおり可決されました。

以上でございます。

続きまして、平成30年第２回砂川地区広域消防
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組合議会定例会が下記のとおり開催されましたの

で、ご報告いたします。

日時でございます。平成30年11月26日午前11時

より。

場所でございます。砂川市役所議会委員会室。

議件でございます。議案第１号 砂川地区広域

消防組合職員諸給与条例の一部を改正する条例の

制定について、議案第２号 砂川地区広域消防組

合火災予防条例の一部を改正する条例の制定につ

いて、議案第３号 平成29年度砂川地区広域消防

組合会計決算の認定を求めることについて、報告

第１号 専決処分の報告について、報告第２号

監査報告、報告第３号 例月出納検査報告。

結果でございます。慎重審議の結果、各議件と

も全会一致、原案のとおり可決されました。

以上、報告を終わります。

〇議長（大内兆春） 次、第２回中空知広域市町

村圏組合議会定例会結果について報告を求めま

す。髙橋副議長。

〇副議長（髙橋成和） 平成30年第２回中空知広

域市町村圏組合議会定例会が開催されましたの

で、ご報告いたします。

日時は、平成30年11月30日金曜日午後１時から。

場所につきましては、滝川市議会議場。

議件でございますが、報告第１号 専決処分に

ついて（平成30年度中空知広域市町村圏組合ふる

さと市町村圏基金事業特別会計補正予算（第１

号））、報告第２号 定期監査報告について、報

告第３号 例月現金出納検査報告について、認定

第１号 平成29年度中空知広域市町村圏組合一般

会計歳入歳出決算の認定について、認定第２号

平成29年度中空知広域市町村圏組合交通災害共済

特別会計歳入歳出決算の認定について、認定第３

号 平成29年度中空知広域市町村圏組合交通遺児

奨学事業特別会計歳入歳出決算の認定について、

認定第４号 平成29年度中空知広域市町村圏組合

ふるさと市町村圏基金事業特別会計歳入歳出決算

の認定について。

結果でございますが、慎重審議の結果、各議件

とも全会一致、原案のとおり可決されましたので、

ご報告いたします。

以上でございます。

〇議長（大内兆春） 次、第２回中・北空知廃棄

物処理広域連合議会定例会と石狩川流域下水道組

合議会第２回定例会の結果について私から報告い

たします。

平成30年第２回中・北空知廃棄物処理広域連合

議会定例会が下記のとおり開催されましたので、

報告いたします。

日時、平成30年11月30日午後２時から。

場所は、滝川市議会議場。

議案第１号 中・北空知廃棄物処理広域連合監

査委員の選任について、認定第１号 平成29年度

中・北空知廃棄物処理広域連合一般会計歳入歳出

決算の認定について、報告第１号 監査報告につ

いて、報告第２号 例月現金出納検査報告につい

て。

結果、慎重審議の結果、監査委員に歌志内市監

査委員、加津武氏が選任されたほか、各議件とも

全会一致、原案のとおり可決されましたので、ご

報告いたします。

平成30年石狩川流域下水道組合議会第２回定例

会が下記のとおり開催されましたので、報告いた

します。

日時、平成30年11月30日午後３時から。

場所は、滝川市議会議場。

報告第１号 継続費精算報告について、報告第

２号 定期監査報告について、報告第３号 例月

現金出納検査報告について、報告第４号 平成29

年度決算に係る資金不足比率について、認定第１

号 平成29年度石狩川流域下水道組合一般会計歳

入歳出決算の認定について、議案第１号 平成30

年度石狩川流域下水道組合一般会計補正予算（第

１号）。

結果、慎重審議の結果、各議件とも全会一致、

原案のとおり可決されましたので、報告いたしま
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す。

次、例月出納検査結果報告を行います。本件に

つきましては、お手元に配付の報告書の９、10、

11月分のとおりでありますので、ごらんいただき、

報告といたします。

以上で諸般の報告を終わります。

◎認定第１号 認定第２号

〇議長（大内兆春） 日程第４、認定第１号 平

成29年度上砂川町一般会計及び特別会計決算認定

について、日程第５、認定第２号 平成29年度上

砂川町水道事業会計決算認定について議題といた

します。

本件につきましては、特別委員会を設置いたし

ましてそれぞれ付議しており、その審査の結果報

告書が議長の手元に提出されておりますので、こ

の際２件を一括して決算特別委員長より報告を求

め、その後それぞれ採決してまいりたいと思いま

すが、これにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。

本件について委員長の報告を求めます。吉川委

員長。

〇決算特別委員長（吉川 洋） それでは、決算

特別委員会の審査報告をいたします。

本決算特別委員会に付託されました案件につい

て審査の結果、報告書どおり結論を得ましたので、

会議規則第76条の規定により報告をいたします。

議件は、認定第１号 平成29年度上砂川町一般

会計及び特別会計（国民健康保険特別会計、後期

高齢者医療特別会計、下水道事業特別会計）決算

認定についてと認定第２号 平成29年度上砂川町

水道事業会計決算認定についてであります。

審査の経過は、平成30年９月19日の第３回上砂

川町議会定例会において付託になりました全議件

について、去る10月24日に本特別委員会を開催を

し、地方自治法の規定に基づき提出された決算書

並びに関係書類により、所管課長等から説明聴取

し、慎重に審査を行いました。

審査の結果は、認定第１号 平成29年度上砂川

町一般会計及び特別会計決算と認定第２号 平成

29年度上砂川町水道事業会計決算は、それぞれ原

案のとおり認定すべきものと決定をいたしました

ので、ここに報告いたします。ありがとうござい

ました。

〇議長（大内兆春） ただいま決算特別委員会委

員長より、認定第１号及び認定第２号についてそ

れぞれお手元に配付してありますように報告書を

もって報告がございました。

本件については全員により審議されております

ので、この際質疑、討論を省略し、採決してまい

りたいと思いますが、これにご異議ございません

か。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。

お諮りいたします。認定第１号について、委員

長報告どおり認定することにご異議ございません

か。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。

したがって、認定第１号 平成29年度上砂川町

一般会計及び特別会計決算認定については、委員

長報告どおり原案を認定することに決定いたしま

した。

次、認定第２号について、委員長報告どおり認

定することにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。

したがって、認定第２号 平成29年度上砂川町

水道事業会計決算認定については、委員長報告ど

おり原案を認定することに決定いたしました。

◎町長行政報告

〇議長（大内兆春） 日程第６、町長行政報告を

行います。奥山町長。

〇町長（奥山光一） それでは、町長行政報告を
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いたします。

今回報告いたします平成30年第３回定例会から

本定例会までの町政執行上の町内外の行事、会議

につきましては、お手元に配付の報告書のとおり

でありますが、そのほか１件、北海道日本ハムフ

ァイターズによる北海道179市町村応援大使2019

の決定についてご報告申し上げます。

北海道日本ハムファイターズは、球団の選手が

道内の全市町村で地域の皆さんと交流を図りなが

ら町づくりやまちおこしに寄与するための活動を

展開しており、毎年18市町村に複数の選手を応援

大使として任命するプロジェクトを平成25年より

スタートしております。本町におきましてもこの

制度にエントリーしたところ、このたび日本ハム

球団より2019応援大使該当市町村に選ばれた旨の

通知をいただき、去る11月24日に札幌ドームで開

催されましたファンフェスティバルの会場におい

て各市町村の少年野球、少女代表による抽せん会

が行われ、本町においては町内少年野球に所属す

る小学校４年生の女子児童が抽せんに臨み、応援

大使に中田翔選手と石川亮選手を引き当て、決定

したところであります。任期は来年１月１日から

12月31日までの１年間で、本町のＰＲなどさまざ

まな活動を行っていただくことになります。今後

の活動につきましては、日本ハム球団担当者と協

議を行い、また本町の日本ハムファイターズ後援

会とも連携し、中田、石川両応援大使の協力をい

ただきながら各種事業を実施し、上砂川町のＰＲ

に努めてまいりたいと考えており、これに伴いま

す関連予算につきましては改めて予算計上をする

ことといたします。

来シーズンの日本ハムファイターズの日本一奪

還、さらには両選手のさらなるご活躍をご期待申

し上げ、町長行政報告といたします。

以上でございます。

〇議長（大内兆春） 以上で町長の行政報告を終

わります。

◎教育長教育行政報告

〇議長（大内兆春） 日程第７、教育長教育行政

報告を行います。飯山教育長。

〇教育長（飯山重信） 教育行政報告を申し上げ

ます。

平成30年第３回定例会以降の町内外の主要な会

議、行事につきましてはお手元に配付させていた

だいております報告書のとおりでございますが、

準要保護世帯に対する新入学児童生徒学用品費の

入学前支給の実施につきましてご報告いたしま

す。

新入学児童生徒学用品費の入学前支給実施要請

につきましては、小澤議員、越前議員から一般質

問等が出され、現在入学前支給の実施については

近隣市町のほとんどが実施または検討中という状

況を踏まえ、平成31年４月に入学、進学予定児童

生徒がいる対象世帯から入学する年度の前年度、

つまり今年度に支給できるよう要綱を改正し、対

応していく旨答弁させていただいており、教育委

員会に支給要綱の改正を諮り、了承されたことか

ら、新入学児童生徒学用品費について前年度支給

ができるよう追加計上いたしたく、このたび予算

計上させていただくものであります。

なお、補正予算議決後直ちに案内文書も配付し、

申請受理、認定判定、支給手続などの事務作業を

進め、３月上旬には支給してまいりたいと考えて

おりますので、ご理解賜りますようお願い申し上

げ、教育行政報告といたします。

以上でございます。

〇議長（大内兆春） 以上で教育長教育行政報告

を終わります。

◎同意第４号

〇議長（大内兆春） 日程第８、同意第４号 固

定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求

めることについて議題といたします。

提案理由並びに内容の説明を求めます。奥山町

長。
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〇町長（奥山光一） ただいま上程されました同

意第４号 固定資産評価審査委員会委員の選任に

つき同意を求めることについて提案理由並びに内

容の説明をいたしますので、ご審議くださいます

ようお願いいたします。

提案理由といたしましては、現委員、土井上一

雄氏が平成31年１月18日で任期満了となるに伴

い、同氏を再任することについて議会の同意を求

めるものであること。

内容の説明をいたしますので、本文をご参照願

います。次の者を本町固定資産評価審査委員会委

員に選任したいので、地方税法第423条第３項の

規定により議会の同意を求める。

住所、上砂川町字鶉147番地１（鶉５条１丁目

１番３号）。氏名、土井上一雄。生年月日、昭和

23年３月20日。職業、会社員。備考、任期３年。

本件は人事案件でありますので、全会一致をも

って同意くださいますようお願いいたします。

以上でございます。

〇議長（大内兆春） 以上で提案理由並びに内容

の説明を終わります。

本件は人事案件でございますので、この際質疑、

討論を省略し、即決でまいりたいと思いますが、

これにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。

これより同意第４号について採決いたします。

お諮りいたします。本件は、町長の提案のとお

り同意することにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。

よって、同意第４号 固定資産評価審査委員会

委員の選任につき同意を求めることについては、

同意することに決定いたしました。

◎諮問第２号

〇議長（大内兆春） 日程第９、諮問第２号 人

権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めること

について議題といたします。

提案理由並びに内容の説明を求めます。奥山町

長。

〇町長（奥山光一） ただいま上程されました諮

問第２号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見

を求めることについて提案理由並びに内容の説明

をいたしますので、ご審議くださいますようお願

いいたします。

提案理由といたしましては、現委員、笹木笑子

氏が平成31年３月31日で任期満了となるに伴い、

同氏を再推薦することについて議会の意見を求め

るものであること。

内容の説明をいたしますので、本文をご参照願

います。次の者を人権擁護委員候補者に推薦した

いので、人権擁護委員法第６条第３項の規定によ

り議会の意見を求める。

住所、上砂川町字鶉338番地１（東鶉南１条２

丁目１番４号）。氏名、笹木笑子。生年月日、昭

和28年10月10日。職業、町臨時職員。備考、任期

３年。

本件は人事案件でありますので、全会一致をも

って同意くださいますようお願いいたします。

以上でございます。

〇議長（大内兆春） 以上で提案理由並びに内容

の説明を終わります。

お諮りいたします。本件は、町長の提案のとお

り、候補者に推薦することにご異議ございません

か。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。

したがって、諮問第２号 人権擁護委員候補者

の推薦につき意見を求めることにつきましては、

町長の提案のとおり決定いたしました。

◎議案第２３号

〇議長（大内兆春） 日程第10、議案第23号 上

砂川町移住定住促進条例の制定について議題とい

たします。
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提案理由の説明を求めます。奥山町長。

〇町長（奥山光一） ただいま上程されました議

案第23号 上砂川町移住定住促進条例の制定につ

いて提案理由を申し上げますので、ご審議くださ

いますようお願いいたします。

上砂川町移住定住促進条例を次のとおり制定す

るものとする。

提案理由といたしましては、人口減少や少子高

齢化などの課題に対応するため既存の移住定住施

策を取りまとめ、移住定住の促進を図るため、本

条例を制定するものであること。

以下、内容の説明は副町長からいたしますので、

よろしくお願いいたします。

以上でございます。

〇議長（大内兆春） 以上で提案理由の説明を終

わります。

引き続き内容の説明を求めてまいりますが、条

例本文の内容が相当量となっておりますので、読

み上げについては省略したいと思いますが、これ

にご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。

したがって、条例本文の読み上げについては省

略することに決定いたしました。

それでは、内容の説明を求めます。林副町長。

〇副町長（林 智明） それでは、ご指示により

まして、議案第23号について内容の説明をいたし

ます。

このたびの議案は、人口減少対策として進めて

きた助成金制度や奨励金制度を明確化し、移住定

住を促進するため、本条例を整備するものであり

ます。

資料ナンバー１をご参照願います。１の目的に

つきましては、人口減少や少子高齢化などの課題

に対応するため、これまで進めてきた移住定住施

策を取りまとめ、子供を産み育てやすい環境の提

供や就業などの支援を明確化し、移住定住の促進

により人口増加と人口定着を図り、もって町の活

性化及び住民福祉の向上を推進することを目的と

しております。

２の奨励金等でありますが、育児用品購入券、

高等学校等就学費助成金、就業者移住定住奨励金、

移住定住者奨励金、民間賃貸住宅家賃助成、民間

賃貸住宅建設費補助の６つの事業としておりま

す。

３の受給対象者等につきましては、育児用品購

入券は町内に住所を有し、出生日及び満１歳の誕

生日を迎えた子供を扶養する者が対象で、高等学

校等就学費助成金につきましては町内に住所を有

し、高等学校等に通学する生徒を扶養している者

を対象としております。（３）の就業者移住定住

奨励金は満50歳以下の者で記載しておりますアか

らエに該当する者が対象で、移住定住者奨励金に

つきましては満65歳以下の者で町内に住宅を新築

または中古住宅を購入し、その住宅に居住した者

を対象としております。（５）の民間賃貸住宅家

賃助成につきましては世帯主が満50歳以下の者

で、民間賃貸住宅の所有者と賃貸借契約を締結し、

当該民間賃貸住宅に定住を目的に現に居住してい

る者を対象としており、民間賃貸住宅建設費補助

につきましては資格登録業者で建築基準法などの

関係法令の基準に適合し、北海道に適した仕様、

１戸当たりの住居専有面積が33平方メートル以上

で１棟当たり４戸以上の住宅を建設した者を対象

としておりますが、この建設費補助制度は平成30

年度までの時限措置となっております。

４の奨励金等の額につきましては、規則で定め

る額としており、この条例は、公布の日から施行

するものであります。

以上が主な内容でございますが、議長のお取り

計らいによりまして条例本文の読み上げは省略さ

せていただきますので、よろしくお願いいたしま

す。

以上でございます。

〇議長（大内兆春） 以上で提案理由並びに内容

の説明を終わります。
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◎議案第２４号 議案第２５号

〇議長（大内兆春） 日程第11、議案第24号と日

程第12、議案第25号については関連がございます

ので、一括議題とし、提案理由並びに内容の説明

を求めてまいりたいと思いますが、これにご異議

ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。

したがって、日程第11、議案第24号 上砂川町

認定こども園設置条例の制定についてと日程第1

2、議案第25号 上砂川町児童館設置条例の一部

を改正する条例制定について一括議題といたしま

す。

提案理由の説明を求めます。奥山町長。

〇町長（奥山光一） ただいま一括上程されまし

た議案第24号及び議案第25号について提案理由を

申し上げますので、ご審議くださいますようお願

いいたします。

初めに、議案第24号 上砂川町認定こども園設

置条例の制定について。

上砂川町認定こども園設置条例を次のとおり制

定するものとする。

提案理由といたしましては、就学前の子供が保

護者の就労状況にかかわらず、教育、保育を受け

ることができる認定こども園の設置及び管理に関

し必要な事項を定めるため、本条例を制定するも

のであること。

次に、議案第25号 上砂川町児童館設置条例の

一部を改正する条例制定について。

上砂川町児童館設置条例の一部を改正する条例

を次のとおり制定するものとする。

提案理由といたしましては、上砂川町認定こど

も園等複合施設の開設に伴い、東鶉児童館の機能

を複合施設に移管するため、関係条項を改正する

ものであること。

以下、内容の説明は副町長からいたしますので、

よろしくお願いいたします。

以上でございます。

〇議長（大内兆春） 以上で提案理由の説明を終

わります。

引き続き内容の説明を求めてまいりますが、議

案第24号の条例本文の内容が相当量となっており

ますので、読み上げについては省略したいと思い

ますが、これにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。

したがって、条例本文の読み上げについては省

略することに決定いたしました。

それでは、内容の説明を求めます。林副町長。

〇副町長（林 智明） それでは、ご指示により

まして、議案第24号及び議案第25号について一括

して内容の説明をいたします。

初めに、議案第24号については、平成31年４月

開設の上砂川町認定こども園の設置及び管理運営

に必要な事項を定めるため、本条例を制定するも

のであります。

資料ナンバー２をご参照願います。１の設置に

つきましては、児童福祉法、子ども・子育て支援

法の規定に基づき、就学前の子供が保護者の就労

状況にかかわらず、教育、保育を受けることがで

きる上砂川町認定こども園を設置することを目的

としており、２の名称及び位置でありますが、名

称は上砂川町認定こども園ふたばで、位置につき

ましては旧町営球場跡地の上砂川町字鶉283番地

４であります。

３の定員につきましては、１号認定の子供、幼

稚園部分は定員10名、２号、３号認定の子供、保

育所部分は45名で、合計55名となります。

４の開園時間につきましては、午前７時から午

後７時で、１号認定の教育標準時間は午前９時か

ら午後１時までの４時間、２号及び３号認定の保

育短時間は午前８時から午後４時までの８時間、

保育標準時間認定は午前７時から午後６時までの

11時間となります。

５のその他の保育事業として、（１）、預かり
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保育は１号認定が対象で、教育時間以外で保育を

希望する方、（２）の延長保育は２号及び３号認

定が対象で、保護者の仕事等の事情により延長保

育を希望する方、（３）の一時保育は保護者の疾

病や保護者の育児に伴う心理的、身体的負担によ

り一時保育を希望する方が対象です。

６の費用につきましては、本来であれば資料の

裏面に記載の保育費用を徴収するところでありま

すが、認定こども園開設にあわせ保育費用の特例

として対象となる子供及び保護者が本町に居住

し、かつ本町の認定こども園を利用する場合は認

定を受けた子供に係る保育費用は無償とし、なお

対象となる子供及び保護者が本町の区域内に居住

し、本町の認定こども園の定員超過等やむを得な

い理由により町外の保育所、認定こども園を利用

することになった場合も保育費用は無償とするも

のであります。

７の休園日につきましては、日曜日、国民の祝

日、年末年始となりますが、１号認定につきまし

ては土曜日も休園となり、８の施行日は平成31年

４月１日からであります。

なお、この条例の施行にあわせ附則において上

砂川町保育所設置条例を廃止するものでありま

す。

続きまして、議案第25号について内容の説明を

いたします。このたびの改正は、現在旧町営球場

跡地に建設中で平成31年４月に開設予定の上砂川

町認定こども園等複合施設内に児童館を設置する

ことから、本条例の関係条項を改正するものであ

ります。

改正の内容でございますが、東鶉児童館の機能

を新たに開設する複合施設に移管し、名称を上砂

川町児童館とするとともに、現在休館している本

町児童館を用途廃止とすることから、所要の規定

について改めるものであります。

なお、条例本文の改正箇所につきましては、資

料ナンバー３の新旧対照表をご参照願います。

以上が主な内容でございますが、議長のお取り

計らいによりまして議案第24号の条例本文の読み

上げは省略させていただきますので、よろしくお

願いいたします。

それでは、議案第25号の条例本文に参ります。

本文をご参照願います。上砂川町児童館設置条例

の一部を改正する条例。

上砂川町児童館設置条例（昭和57年上砂川町条

例第17号）の一部を次のように改正する。

第２条を次のように改める。

第２条 児童館の名称及び位置は、次のとおり

とする。

（１）名称 上砂川町児童館

（２）位置 上砂川町字鶉283番地４

附則

この条例は、公布の日から施行し、平成31年４

月１日から適用する。

以上でございます。

〇議長（大内兆春） 以上で提案理由並びに内容

の説明を終わります。

◎議案第２６号 議案第２７号

〇議長（大内兆春） 日程第13、議案第26号と日

程第14、議案第27号につきましては関連がござい

ますので、一括議題とし、提案理由並びに内容の

説明を求めてまいりたいと思いますが、これにご

異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。

したがって、日程第13、議案第26号 一般職の

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制

定についてと日程第14、議案第27号 特別職の職

員の給与に関する条例等の一部を改正する条例制

定について一括議題といたします。

提案理由の説明を求めます。奥山町長。

〇町長（奥山光一） ただいま一括上程されまし

た議案第26号及び議案第27号について提案理由を

申し上げますので、ご審議くださいますようお願

いいたします。
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初めに、議案第26号 一般職の職員の給与に関

する条例の一部を改正する条例制定について。

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例を次のとおり制定するものとする。

提案理由といたしましては、一般職の職員の給

与について、人事院勧告に準じた改定を行うため、

関係条項を改正するものであること。

次に、議案第27号 特別職の職員の給与に関す

る条例等の一部を改正する条例制定について。

特別職の職員の給与に関する条例等の一部を改

正する条例を次のとおり制定するものとする。

提案理由といたしましては、特別職の職員及び

町議会議員の期末手当について、人事院勧告に準

じた改定を行うため、関係条項を改正するもので

あること。

以下、内容の説明は副町長からいたしますので、

よろしくお願いいたします。

以上でございます。

〇議長（大内兆春） 以上で提案理由の説明を終

わります。

引き続き内容の説明を求めますが、条例本文、

別表の内容が相当量となっておりますので、読み

上げについては省略したいと思いますが、これに

ご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。

したがって、本文、別表の読み上げにつきまし

ては省略することに決定いたしました。

それでは、内容の説明を求めます。林副町長。

〇副町長（林 智明） それでは、ご指示により

まして、議案第26号及び議案第27号について一括

して内容の説明をいたします。

このたびの改正は、一般職の月例給とこれに特

別職及び議会議員の期末手当を含めた期末、勤勉

手当について、平成30年人事院勧告に準じた改正

を行うものでございます。

お手元に配付しております資料ナンバー４―１

をごらん願います。初めに、人事院勧告の概要で

ございます。人事院では、官民給与比較の調査の

結果、民間給与が国家公務員給与を上回ることに

なり、その較差是正のため、昨年度に引き続き給

与の引き上げ勧告を行っております。主な勧告内

容でありますが、１の平成30年給与勧告の概要に

ありますとおり月例給では平均で0.2％、金額に

いたしまして若年層では1,000円程度、その他は4

00円程度の引き上げとなり、あわせて採用職員の

初任給についても民間の初任給との間に差があり

ますことから、1,500円程度の引き上げとなるも

のであります。期末、勤勉手当につきましても民

間の支給状況に見合うよう0.05月引き上げること

により現行の年間4.4月が4.45月となり、引き上

げ分を勤勉手当に配分するものであります。

なお、支給月数の内訳といたしまして、本年度

においては６月期に2.125月、12月期に2.325月を

支給、次年度以降は６月期に2.225月、12月期に2.

225月を支給することとし、既に支給済みである

給料及び期末、勤勉手当に係る引き上げ分は実施

時期である平成30年４月１日に遡及して支給する

ものでございます。

次に、行財政改革の一環として取り組んでおり

ます給与独自削減の見直しでございます。特別職

の給与削減を継続いたしますが、このうち町長の

給料を現行の71万1,000円から70万円に減額し、

期間を平成34年３月までとして平成31年１月１日

より施行するものでございます。

なお、条例本文の改正箇所につきましては、資

料ナンバー４―２の新旧対照表をご参照願いま

す。

以上が改正の内容の説明でございますが、議長

のお取り計らいによりまして議案第26号の別表の

読み上げは省略させていただきますので、よろし

くお願いいたします。

それでは、本文に参ります。初めに、議案第26

号でございます。一般職の職員の給与に関する条

例の一部を改正する条例。

（一般職の職員の給与に関する条例の一部改正）
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第１条 一般職の職員の給与に関する条例（昭

和26年上砂川町条例第４号）の一部を次のように

改正する。

第17条第２項中「100分の90」を「100分の95」

に改め、同項ただし書中「100分の42.5」を「100

分の47.5」に改める。

別表第１、別表第３及び別表第４を次のように

改める。

（一般職の職員の給与に関する条例の一部改正）

第２条 一般職の職員の給与に関する条例（昭

和26年上砂川町条例第４号）の一部を次のように

改正する。

第16条第２項中「、６月に支給する場合におい

ては100分の122.5、12月に支給する場合において

は100分の137.5」を「100分の130」に改め、同条

第３項を次のように改める。

３ 再任用職員に対する前項の適用について

は、同項中「100分の130」とあるのは、「100分

の72.5」とする。

第17条第２項中「100分の95」を「100分の92.5」

に改め、同行ただし書中「100分の47.5」を「100

分の45」に改める。

附則

（施行期日等）

第１条 この条例は、公布の日から施行する。

ただし、第２条の規定は、平成31年４月１日から

施行する。

２ 第１条の規定による改正後の一般職の職員

の給与に関する条例（以下「改正後の給与条例」

という。）の規定は、平成30年４月１日から適用

する。

（給与の内払）

第２条 改正後の給与条例の規定を適用する場

合において、第１条の規定による改正前の給与条

例の規定に基づいて支給された給与は、改正後の

給与条例の規定による給与の内払とみなす。

続きまして、議案第27号でございます。特別職

の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条

例。

（特別職の職員の給与に関する条例の一部改正）

第１条 特別職の職員の給与に関する条例（昭

和26年上砂川町条例第５号）の一部を次のように

改正する。

第８条第２項第１号中「100分の212.5」を「10

0分の222.5」に改め、同項第２号中「100分の227.

5」を「100分の222.5」に改める。

附則第３項中「平成29年」を「平成31年」に、

「平成30年12月」を「平成34年３月」に、「71万

1,000円」を「70万円」に改める。

（上砂川町議会議員の議員報酬及び費用弁償等

に関する条例の一部改正）

第２条 上砂川町議会議員の議員報酬及び費用

弁償等に関する条例（平成20年上砂川町条例第13

号）の一部を次のように改正する。

第６条第２項第１号中「100分の212.5」を「10

0分の222.5」に改め、同項第２号中「100分の227.

5」を「100分の222.5」に改める。

附則

（施行期日）

１ この条例は、公布の日から施行する。

（期末手当に関する特例措置）

２ 平成30年度に限り、12月に支給する期末手

当の額は、改正後の条例の規定中「100分の222.5」

とあるのを「100分の232.5」と読み替えて適用す

る。

以上でございます。

〇議長（大内兆春） 以上で提案理由並びに内容

の説明を終わります。

◎議案第２８号

〇議長（大内兆春） 日程第15、議案第28号 平

成30年度上砂川町一般会計補正予算（第４号）に

ついて議題といたします。

提案理由の説明を求めます。奥山町長。

〇町長（奥山光一） ただいま上程されました議

案第28号 平成30年度上砂川町一般会計補正予算
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（第４号）について提案理由を申し上げますので、

ご審議くださいますようお願いいたします。

平成30年度上砂川町一般会計補正予算（第４号）

は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞ

れ6,110万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ35億7,390万円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該

区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

平成30年12月12日提出

北海道上砂川町長 奥 山 光 一

以下、内容の説明は副町長からいたしますので、

よろしくお願いいたします。

以上でございます。

〇議長（大内兆春） 以上で提案理由の説明を終

わります。

引き続き内容の説明を求めます。林副町長。

〇副町長（林 智明） それでは、議案第28号に

ついて内容の説明をいたします。

２ページであります。第１表、歳入歳出予算補

正。１、歳入、９款地方交付税1,817万1,000円の

追加で、16億17万1,000円となります。

１項地方交付税、同額であります。

13款国庫支出金22万3,000円の追加で、２億4,3

89万円となります。

１項国庫負担金22万3,000円の追加で、１億4,8

32万3,000円となります。

14款道支出金224万円の追加で、１億3,014万1,

000円となります。

１項道負担金11万1,000円の追加で、１億124万

円となります。

３項道委託金212万9,000円の追加で、600万2,0

00円となります。

17款繰入金2,160万円の追加で、１億8,260万円

となります。

１項基金繰入金、同額であります。

18款諸収入975万円の追加で、9,327万2,000円

となります。

５項雑入975万円の追加で、8,263万5,000円と

なります。

20款繰越金911万6,000円の追加で、9,683万7,0

00円となります。

１項繰越金、同額であります。

歳入合計が6,110万円の追加で、35億7,390万円

となります。

２、歳出、１款議会費122万9,000円の減額で、

4,090万2,000円となります。

１項議会費、同額であります。

２款総務費3,367万5,000円の追加で、３億2,50

1万3,000円となります。

１項総務管理費3,001万2,000円の追加で、２億

8,977万4,000円となります。

２項徴税費153万4,000円の追加で、687万5,000

円となります。

４項選挙費212万9,000円の追加で、468万7,000

円となります。

３款民生費165万3,000円の追加で、12億9,527

万3,000円となります。

１項社会福祉費12万4,000円の追加で、６億3,5

66万6,000円となります。

２項児童福祉費152万9,000円の追加で、６億5,

699万7,000円となります。

４款衛生費108万8,000円の追加で、２億5,503

万1,000円となります。

１項保健衛生費28万8,000円の追加で、１億4,6

64万円となります。

２項清掃費80万円の追加で、１億839万1,000円

となります。

７款商工費2,160万円の追加で、7,063万9,000

円となります。

１項商工費、同額であります。

８款土木費305万7,000円の追加で、４億1,686

万9,000円となります。

１項土木管理費24万円の追加で、１億3,532万5,
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000円となります。

２項道路橋りょう費243万円の追加で、１億4,6

60万1,000円となります。

３項住宅費38万7,000円の追加で、１億3,494万

3,000円となります。

10款教育費371万3,000円の追加で、１億1,716

万2,000円となります。

次ページであります。２項小学校費140万3,000

円の追加で、3,162万円となります。

３項中学校費156万7,000円の追加で、4,412万2,

000円となります。

４項社会教育費20万円の追加で、889万4,000円

となります。

５項保健体育費54万3,000円の追加で、1,782万

8,000円となります。

13款職員費245万7,000円の減額で、４億6,675

万7,000円となります。

１項職員費、同額であります。

歳出合計が6,110万円の追加で、35億7,390万円

となります。

事項別明細書８ページ、歳出でございます。こ

のたびの補正は、庁舎東館改修経費と企業振興助

成金が主な内容となっております。

３、歳出、１款１項１目議会費122万9,000円の

減額は、議員１名辞職による減額と人勧による増

額との相殺であります。

２款１項１目一般管理費220万円の追加で、6,6

63万9,000円となります。４節共済費、健康保険

料の引き上げにより30万円の追加、７節賃金は臨

時筆耕の雇用増により40万円の追加、９節旅費、

14節使用料及び賃借料は道外及び被災地派遣など

実績による増額で、11節需用費100万円の追加は

燃料費の高騰によるものであります。

５目財産管理費2,681万2,000円の追加で、１億

4,617万6,000円となります。11節需用費131万2,0

00円の追加は成寿苑の厨房用冷蔵庫と消毒保管庫

の修繕で、15節工事請負費2,500万円の追加は資

料ナンバー５をご参照願います。資料の左側が現

行で、右側の網かけ部分が今回の改修部分となっ

ております。現在女子職員が使用している研修室

１を研修室２に移動し、研修室１の部分に社協を

移動、現在の社協部分に仮の建設課とするもので、

その他トイレの洋式化などを行うものでもござい

ます。

予算書にお戻り願います。18節備品購入費50万

円の追加は、職員ロッカーを更新するものであり

ます。

10目町民センター管理費100万円の追加は、燃

料費の高騰によるものであります。

２項徴税費、２目賦課徴収費153万4,000円の追

加は、来年10月から本格施行されます電子納税に

係るシステム改修経費であります。

４項４目北海道知事道議会議員選挙費212万9,0

00円の追加は、来年４月の北海道知事、北海道議

会議員選挙の本年度分の執行経費の計上でありま

す。

次ページであります。３款１項６目地域包括支

援センター費12万4,000円の追加は、人勧による

精査であります。

２項１目児童福祉総務費107万4,000円の追加

は、１歳未満の未熟児が対象となる養育医療の対

象者が２名ふえたことから、乳幼児医療費と養育

医療費を追加するものであります。

２目保育所費12万円の追加は、食材の高騰及び

アレルギー食の増加によるものであります。

３目認定こども園建設費33万5,000円の追加で、

６億383万5,000円となります。認定こども園が２

月末竣工となっておりますので、３月一月分の維

持経費として11節需用費で28万5,000円、12節役

務費で２万7,000円、13節委託料で２万3,000円を

計上するものであります。

４款１項１目保健衛生総務費13万8,000円の追

加は水道事業会計に繰り出しするもので、３目環

境衛生費15万円の追加はさわやかトイレの電気料

の追加であります。

２項２目じん芥処理費80万円の追加は、燃料費
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15万円は燃料費の高騰によるもので、電気料15万

円は処分場電気料の追加で、修繕費50万円の追加

は処分場移送ポンプの改修とじんかい車のラジエ

ーター修繕であります。

７款１項１目企業開発費2,160万円の追加で、3,

640万5,000円となります。資料ナンバー６をご参

照願います。企業振興促進条例助成事業の概要で

あります。対象事業は電子部品製造設備整備事業

で、実施企業は株式会社京都セミコンダクターで、

本年10月１日に京セミ株式会社から企業名を変更

しております。事業概要につきましては、各社メ

ーカーから受注増加が見込まれる製品の増産体制

を構築するため、処理能力、速度、生産効率をさ

らに向上させるとともに、当社を支える高品質、

高付加価値の製品の多品種生産によるニーズの対

応力を高め、ＬＥＤ照明、携帯端末、スマートフ

ォンで使用する小型パッケージ製品の需要増加を

図るため、４の設備投資計画にあります７台の製

造機器を製造するものであります。また、雇用計

画につきましては、初年度13名、５年間で33名の

新規雇用を予定していることから、本町の地域経

済の振興発展に寄与するものであると思います。

６の助成金額につきましては、総額の３割であり

ます2,160万円を助成するものであります。

予算書にお戻り願います。８款１項１目土木総

務費24万円の追加で、１億3,532万5,000円となり

ます。11節需用費は、街路灯の電気料と車庫詰所

の電気料20万円を計上するものであります。28節

繰出金４万円の追加は、下水道事業特別会計に繰

り出しするものであります。

２項１目道路維持費243万円の追加で、１億4,6

60万1,000円となります。７節賃金190万円の追加

は道路維持運転手を１名増員したことによるもの

で、13節委託料53万円の追加は下鶉分譲団地内道

路の町道認定に伴う道路台帳補正事務の委託経費

であります。

３項２目公営住宅建設費38万7,000円の追加は、

職員の異動及び人勧による精査であります。

10款２項１目学校管理費120万円の追加は、燃

料費の高騰により50万円の計上、浄化槽ポンプの

修繕料として70万円を計上するものであります。

２目教育振興費20万3,000円の追加は、先ほど

教育長から行政報告のありました準要保護世帯に

対する新入学児童生徒学用品費を入学前に支給す

るものであります。

３項１目学校管理費90万円の追加は、燃料費の

高騰によるものです。

２目教育振興費66万7,000円の追加で、960万2,

000円となります。18節備品購入費12万4,000円の

追加は来年度から道徳が教科化されるに伴い道徳

指導書及び教師用教科書を購入するもので、19節

負担金、補助及び交付金40万円の追加は中学校男

子バドミントン部が新人戦で個人戦及び団体戦で

優勝し、来年１月に苫小牧市で開催される全道大

会に出場することから関係経費を計上するもの

で、20節扶助費14万3,000円の追加は小学校同様

準要保護世帯に対し入学前に支給するものであり

ます。

４項３目社会教育施設費20万円の追加は趣芸館

の屋外手すりの修繕で、５項２目体育施設費54万

3,000円の追加は体育センター音響設備の修繕で

あります。

13款１項１目職員給与費245万7,000円の減額

は、職員の異動と人勧による精査であります。

次に、６ページ、歳入であります。２、歳入、

９款１項１目地方交付税1,817万1,000円の追加

は、普通交付税の追加であります。

13款１項１目民生費負担金22万3,000円の追加

は、養育医療の国庫負担金の計上であります。

14款１項１目民生費負担金11万1,000円の追加

は、養育医療の道負担金の計上であります。

３項１目総務委託費212万9,000円の追加は、歳

出同額を計上するものであります。

17款１項１目基金繰入金2,160万円の追加は、

産業振興基金を歳出同額繰り入れするものであり

ます。
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18款５項５目雑入975万円の追加は、町有施設

であります旧三井砂川事務所が昨年の大雪で倒壊

したため町村会の災害共済金で罹災と認定された

ことから、共済金943万6,000円の計上と養育医療

の自己負担分31万4,000円を計上するものであり

ます。

20款１項１目繰越金911万6,000円の追加は、前

年度繰越金を全額計上するものであります。

以上でございます。

〇議長（大内兆春） 以上で提案理由並びに内容

の説明を終わります。

◎議案第２９号

〇議長（大内兆春） 日程第16、議案第29号 平

成30年度上砂川町下水道事業特別会計補正予算

（第２号）について議題といたします。

提案理由の説明を求めます。奥山町長。

〇町長（奥山光一） ただいま上程されました議

案第29号 平成30年度上砂川町下水道事業特別会

計補正予算（第２号）について提案理由を申し上

げますので、ご審議くださいますようお願いいた

します。

平成30年度上砂川町下水道事業特別会計補正予

算（第２号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞ

れ４万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ１億6,485万6,000円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該

区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の総

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

平成30年12月12日提出、北海道上砂川町長。

以下、内容の説明は副町長からいたしますので、

よろしくお願いいたします。

以上でございます。

〇議長（大内兆春） 以上で提案理由の説明を終

わります。

引き続き内容の説明を求めます。林副町長。

〇副町長（林 智明） それでは、議案第29号に

ついて内容の説明をいたします。

２ページであります。第１表、歳入歳出予算補

正。１、歳入、４款繰入金４万円の追加で、１億

1,421万7,000円となります。

１項一般会計繰入金、同額であります。

歳入合計が４万円の追加で、１億6,485万6,000

円となります。

２、歳出、１款下水道費４万円の追加で、6,57

0万8,000円となります。

１項下水道整備費４万円の追加で、5,701万7,0

00円となります。

歳出合計が４万円の追加で、１億6,485万6,000

円となります。

事項別明細書、５ページ、歳出でございます。

３、歳出、１款１項１目総務管理費４万円の追加

は、人勧による精査であります。

次に、４ページ、歳入に参ります。２、歳入、

４款１項１目一般会計繰入金４万円の追加は、一

般会計繰入金を充当し、収支の均衡を図るもので

あります。

以上でございます。

〇議長（大内兆春） 以上で提案理由並びに内容

の説明を終わります。

◎議案第３０号

〇議長（大内兆春） 日程第17、議案第30号 平

成30年度上砂川町水道事業会計補正予算（第２号）

について議題といたします。

提案理由の説明を求めます。奥山町長。

〇町長（奥山光一） ただいま上程されました議

案第30号 平成30年度上砂川町水道事業会計補正

予算（第２号）について提案理由を申し上げます

ので、ご審議くださるようお願いいたします。

（総則）

第１条 平成30年度上砂川町水道事業会計補正

予算（第２号）は、次に定めるところによる。

（収益的収入及び支出）
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第２条 平成30年度上砂川町水道事業会計予算

（以下「予算」という。）第３条に定めた収益的

収入及び支出の予定額を、次のとおり補正する。

（収入）

科目、第１款水道事業収益、既決予算額１億3,

380万6,000円、補正予算額13万8,000円、計１億3,

394万4,000円。

第２項営業外収益、4,725万8,000円、13万8,00

0円、4,739万6,000円。

（支出）

科目、第１款水道事業費用、既決予算額１億3,

380万6,000円、補正予算額13万8,000円、計１億3,

394万4,000円。

第１項営業費用、１億700万5,000円、13万8,00

0円、１億714万3,000円。

（議会の議決を経なければ、流用することので

きない経費）

第３条 予算第７条に定めた経費の金額を、次

のとおり改める。

科目、職員給与費、既決予算額1,599万円、補

正予算額13万8,000円、計1,612万8,000円。

２ページです。

（他会計からの補助金）

第４条 予算第８条に定めた企業債利息償還等

のため、一般会計からこの会計へ繰入を受ける金

額「4,504万8,000円」を「4,554万6,000円」に改

める。

平成30年12月12日提出

北海道上砂川町水道事業管理者

北海道上砂川町長 奥 山 光 一

以下、内容の説明は副町長からいたしますので、

よろしくお願いいたします。

以上でございます。

〇議長（大内兆春） 以上で提案理由の説明を終

わります。

引き続き内容の説明を求めます。林副町長。

〇副町長（林 智明） それでは、議案第30号に

ついて内容の説明をいたします。

３ページであります。平成30年度水道事業会計

予算実施補正計画書、収益的収入及び支出、収益

的収入、１款水道事業収益13万8,000円の追加で、

１億3,394万4,000円となります。

２項営業外収益13万8,000円の追加で、4,739万

6,000円となります。

２目繰入金13万8,000円の追加で、4,554万6,00

0円となります。

収益的支出、１款水道事業費用13万8,000円の

追加で、１億3,394万4,000円となります。

１項営業費用13万8,000円の追加で、１億714万

3,000円となります。

４目総係費13万8,000円の追加で、1,929万3,00

0円となります。

事項別明細書、４ページ、収益的支出でありま

す。収益的支出、水道事業費用、営業費用、４目

総係費13万8,000円の追加で、1,929万3,000円と

なります。人勧による精査であります。

次に、収益的収入に参ります。収益的収入、水

道事業収益、営業外収益、２目繰入金13万8,000

円の追加で、4,554万6,000円となります。一般会

計繰入金を充当し、収支の均衡を図るものであり

ます。

以上でございます。

〇議長（大内兆春） 以上で提案理由並びに内容

の説明を終わります。

◎休会について

〇議長（大内兆春） 以上で本日の日程は全部終

了いたしました。

お諮りいたします。議案調査のため明日13日を

休会したいと思いますが、これにご異議ございま

せんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。

したがって、明日13日は休会することに決定い

たしました。

なお、休会中については常任委員会を開催して
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いただくことになっておりますので、よろしくお

願いいたします。

また、14日は午前10時より本会議を再開いたし

ますので、出席方お願いいたします。

◎散会の宣告

〇議長（大内兆春） 本日はこれにて散会いたし

ます。

ご苦労さまでございました。

（散会 午前１１時１３分）

地方自治法第１２３条第２項の規定に

よりここに署名する。

議 長 大 内 兆 春

署 名 議 員 髙 橋 成 和

署 名 議 員 小 澤 一 文
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平 成 ３ ０ 年

上砂川町議会第４回定例会会議録（第２日）

１２月１４日（金曜日）午前１０時００分 開 議

午前１１時１５分 閉 会

〇議事日程 第２号

第 １ 会議録署名議員指名について

第 ２ 一般質問

第 ３ 議案第２３号 上砂川町移住定住促

進条例の制定について

第 ４ 議案第２４号 上砂川町認定こども

園設置条例の制定について

第 ５ 議案第２５号 上砂川町児童館設置

条例の一部を改正する条例制定につ

いて

第 ６ 議案第２６号 一般職の職員の給与

に関する条例の一部を改正する条例

制定について

第 ７ 議案第２７号 特別職の職員の給与

に関する条例等の一部を改正する条

例制定について

第 ８ 議案第２８号 平成３０年度上砂川

町一般会計補正予算（第４号）

第 ９ 議案第２９号 平成３０年度上砂川

町下水道事業特別会計補正予算（第

２号）

第１０ 議案第３０号 平成３０年度上砂川

町水道事業会計補正予算（第２号）

※ 議案第２３号～第３０号は、質

疑・討論・採決とする。

第１１ 調査第 ４号 所管事務調査につい

て

第１２ 派遣第 ３号 議員派遣承認につい

て

〇会議録署名議員

８番 髙 橋 成 和

１番 小 澤 一 文

◎開議の宣告

〇議長（大内兆春） おはようございます。ただ

いまの出席議員は８名です。

理事者側につきましては、全員出席しておりま

す。

定足数に達しておりますので、平成30年第４回

上砂川町議会定例会は成立いたしましたので、休

会を解きまして再開いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

（開議 午前１０時００分）

◎会議録署名議員指名について

〇議長（大内兆春） 日程第１、会議録署名議員

指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第124条の規定に

よって、８番、髙橋副議長、１番、小澤議員を指

名いたします。よろしくお願いいたします。

◎一般質問

〇議長（大内兆春） 日程第２、一般質問を行い

ます。

本件については、議長の手元まで通告が参って

おりますので、順を追って許可してまいりたいと

思います。

◇ 髙 橋 成 和 議員

〇議長（大内兆春） ８番、髙橋副議長、ご登壇

の上ご発言願います。
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〇副議長（髙橋成和） 平成30年第４回定例会に

当たり、通告しております２件の質問をいたしま

す。

１件目、町内の一般廃棄物最終処分場の今後の

受け入れ容量について。先月になりますが、赤平

市茂尻地区の一般廃棄物と産業廃棄物を処分する

じんかい処理場が満杯となり、歌志内市の最終処

分場に受け入れ要請しているという記事を新聞報

道、テレビニュースで知りました。本町は原則と

して産業廃棄物の受け入れはしておりませんが、

これまでの受け入れ態勢についてお伺いいたしま

す。

町内の最終処分場は、平成15年に受け入れを開

始し、建設当初埋め立て容量が２万8,000立方メ

ートルとなっております。平成21年に５市９町に

よりごみ処理広域化基本計画が策定され、現在広

域の自治体でごみを処理することにより減量化が

図られている状況であると思います。平成25年４

月に本町も平成39年までの基本計画を策定してお

り、資料によりますと平成23年度末の残容量は２

万2,700立方メートルとなっており、適正な処理

をすれば45年間埋め立て可能となっておりまし

た。当時の人口推計と比べ、大幅に減少傾向にあ

りますが、現在の年間の家庭用、事業用の排出量

の動向と町内処分場の受け入れ残容量の今後の見

通しについてお伺いいたします。

２点目、処理施設の機械設備については、建設

してから15年が経過していることから、耐用年数

を考慮いたしますと延命措置もされているのかと

思います。処理にかかわる全ての機械は更新に高

額な費用もかかりますし、これまでも軽微なもの

については補正予算にて対応して、修理や機器更

新を行ってきました。処理フローの工程で必要な

機械、機材の耐用年数というのは何年ぐらいなの

か、また将来を見据えた上で大規模な修繕や機器

更新の見通しがされているのかお伺いいたしま

す。

質問の２件目、体育センターの運動器具の更新

について。体育センターの運動器具については、

現在老朽化と安全性の観点から16台の器具のうち

使用不能の器具が半数あります。使用禁止の札を

張って対応しておりますが、利用者もおりますこ

とから安全対策で移設撤去が必要かと思います

が、今後の対応についてお伺いいたします。

２点目、近隣のスポーツ施設にある業務用と呼

ばれる大型のトレーニング用マシンは多額の費用

がかかるとのことですが、特に住民がよく活用さ

れると思われるランニングマシンと筋力アップを

目的としたマルチジムについては体育センター内

にも設置されているものの、老朽化と故障により

とても使用できる状況ではなく、今後補助金等を

活用して導入していただくことはできないでしょ

うか。若年層から高齢者まで体力の向上や生活習

慣病予防、認知症予防、成人病予防につながると

思いますし、町内にもことし新たに就任した地域

おこし協力隊の隊員が現在健康運動指導士の資格

を有しておりますので、有酸素運動や筋力トレー

ニングについて幅広く指導できると思いますし、

さまざまなところで体育センターの利用率向上に

もつながるのではないかと思います。近隣にある

スポーツジムに高い費用をかけて通わなくても、

町内で基礎体力づくりができる環境整備が整えら

れれば若者の定住促進にもつながると思います

が、更新の見通しについてお伺いいたします。

以上で質問を終わります。

〇議長（大内兆春） ただいまの８番、髙橋副議

長の質問に対し、順次答弁を求めてまいります。

初めに、白土住民課長。

〇住民課長（白土ゆかり） ８番、髙橋副議長の

１件目の質問、町内の一般廃棄物最終処分場の今

後の受け入れ容量についてにお答えいたします。

初めに、１点目のご質問につきましては、現在

の一般廃棄物最終処分場が平成14年に埋め立て容

量２万8,500立方メートル、埋め立て期間を平成2

8年度までの15年間として本町地区に建設し、供

用開始しており、この施設においては産業廃棄物
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の受け入れはしておりません。供用開始当初は、

可燃ごみ等の埋め立ても行っておりましたが、平

成15年度から砂川市、歌志内市、奈井江町、浦臼

町、上砂川町の２市３町で構成する砂川地区保健

衛生組合でごみ処理広域化施設としてクリーンプ

ラザくるくるの供用を開始したことから、可燃ご

み、不燃ごみ、生ごみ、資源ごみ等ごみの分別収

集を行い、同施設へ搬入することとなり、本町の

最終処分場への埋め立て量は建設当時の計画より

減少いたしました。埋め立て量が年間約500立方

メートルで推移したため、平成23年度末での残余

容量は約２万2,700立方メートルとなり、平成25

年４月に作成した上砂川町一般廃棄物処理基本計

画では埋め立て期間を15年間延長した平成43年度

までとしたところでございます。

クリーンプラザくるくるへ搬入される一般廃棄

物の量も減少傾向で、平成25年度の上砂川町の家

庭用ごみの搬入総量は87万6,480キログラム、事

業系ごみは６万9,110キログラムでしたが、平成2

9年度では家庭用ごみが76万300キログラム、事業

系ごみが５万2,870キログラムとそれぞれ13.2％、

23.4％の減となっております。人口の減少率とご

みの排出の減少率は必ずしも一致するものではご

ざいませんが、今後も微減傾向にあると予想され

ます。

最終処分場の埋め立て量につきましては、平成

24年度以降も減少し、同年度以降の年間埋め立て

量の平均は300立方メートル以下で、平成29年度

末の残余容量は約２万1,300立方メートルとなっ

ております。今後大幅に埋め立て量が増加する要

因が見込まれませんので、埋め立て可能期間は平

成25年当時よりさらに延長され、本年度以降71年

間埋め立て可能と推計されます。ただし、新聞報

道にありましたとおり、廃棄物の重量を容積に換

算するため誤差が生じることがございますので、

一定の目安としてご承知おきいただきたくお願い

申し上げます。

次に、２点目の処分場の機械、機材の耐用年数

についてでございますが、五、六年のものから長

いものですと30年以上使用可能なものまで幅がご

ざいます。建設後10年以上経過していますから、

保守点検業者の助言等をもとに平成28年度から年

次計画により修繕及び更新を行うことで維持管理

に努めております。一例を申し上げますと、費用

が高額となるシーケンサーの取りかえは平成28年

度から平成30年度までの３カ年で実施いたしてお

ります。また、計画以外の故障等が発生しました

場合は補正予算を計上し、業務に支障のないよう

維持管理を図っております。これら機械の更新に

つきましては、一斉更新となると多額の費用を要

しますことから、今後も状況を確認し、町の財政

状況も勘案しながら適切な維持管理が図られるよ

う努めてまいりますことを申し上げ、答弁とさせ

ていただきます。

〇議長（大内兆春） 次に、斉藤教育次長。

〇教育次長（斉藤琢也） ８番、髙橋議員の２件

目のご質問、体育センターの運動器具の更新につ

いてお答えいたします。

体育センターの運動器具につきましては、昭和

54年の勤労者体育センターオープン時に住民の健

康増進、体力向上のため持久力を高めるウオーキ

ランや筋力を高めるプレスマシンなど14種類の器

具を設置し、長年町民の方に利用されてきたとこ

ろでございます。現時点におきまして恒常的に運

動器具を利用されていると思われる利用者の方

は、受け付け名簿上では７名となっており、運動

器具の台数は数年前に町民から寄贈がありました

エアロバイクなどを含め現在全部で16台あります

が、ランニングマシンやジャンプトレーナーなど

を含む９台の器具について故障した際の修繕用部

品が業者にはなく、修理できずにそのまま使用禁

止にしている状態でございます。器具を管理する

教育委員会といたしましては、当面の処置として

使用禁止の旨の張り紙をして利用者に周知してお

りましたが、誤使用や倒壊などの発生が想定され

ることから、利用者への安全確保のため使用でき
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ない器具を順次撤去し、あわせて現在使用できる

エアロバイクやツイストマシンなど７台の器具を

利用者が効率的に利用できるよう配置したいと考

えております。

２点目、住民の方がよく活用されると思われる

ランニングマシンやマルチジムなどの運動器具を

導入できないかとのご質問ですが、現在ある使用

可能な器具につきましては年式は古いものの、脚

力を鍛えるエアロバイクや全身の筋肉を鍛えるロ

ーイングマシンなどある程度のものはそろってい

ると考えており、体育センターオープン時のよう

にさまざまな目的に対応できる器具をそろえるこ

とが理想とは思いますけれども、購入には多額の

経費を要する中、利用者が非常に少ない現状や議

員がおっしゃる体力向上や生活習慣病、成人病の

予防につながる基礎体力づくりができる環境には

最低限どのような器具を購入、整備すればいいの

か、また現状ある器具での対応ができないのかな

ど、健康運動指導士の資格を持つ地域おこし協力

隊員や町のスポーツ推進委員などの意見を聞いた

上で教育委員会として町民にとって体力向上や健

康増進に資する運動器具のあり方や更新等の必要

性について検討してまいりたいことを申し上げ、

答弁といたします。

〇議長（大内兆春） ただいまの答弁に対し、再

質問があれば許可いたします。髙橋副議長。

〇副議長（髙橋成和） ご丁寧な答弁ありがとう

ございます。

１件目なのですが、課長のほうにお聞きしたい

のですけれども、この一般廃棄物処理基本計画、

平成25年の４月に策定されたわけなのですけれど

も、39年間というふうに目標を立てられているの

ですけれども、今後例えば町の総合計画みたいな

感じで、５年なのか、10年なのかわからないです

けれども、こういうものをまた策定してつくられ

るのかどうか、広域に入っている関係もあるので、

どうなのか、ちょっとその辺を聞きたいというの

が１点目。

それと、運動器具についてですが、使用不能の

物、もう部品がないということで撤去するかと思

うのですけれども、その際もう既に撤去、移設の

見積もり等をとっているかと思うのですけれど

も、その辺のところちょっと現状をお聞かせ願え

ればなと思います。

〇議長（大内兆春） １点目、住民課長。

〇住民課長（白土ゆかり） 一般廃棄物の処理基

本計画につきましては、39年度までということで、

今議員のほうでご指摘のありましたとおり広域で

行っているということがございますので、形は変

わるかもしれませんけれども、同じようにまた計

画のほうは必要になると考えてございます。

〇議長（大内兆春） ２点目、教育次長。

〇教育次長（斉藤琢也） ただいまの撤去の見積

もりをとっているかとのご質問なのですけれど

も、教育委員会として当初簡単に考えておりまし

て、人の手で運べるのかなというふうに考えてい

たものですから、それで過日ある方にちょっとご

助言をいただいたところなのですけれども、あれ

は簡単にはいかないよというような話を伺ってお

りますので、改めて見積もりをこれから今後とっ

ていきたいなというふうに考えております。

〇議長（大内兆春） よろしいですか。

〇副議長（髙橋成和） はい。ありがとうござい

ます。

〇議長（大内兆春） ないようですので、打ち切

ります。

◇ 小 澤 一 文 議員

〇議長（大内兆春） 次、１番、小澤議員、ご登

壇の上ご発言を願います。

〇１番（小澤一文） 初めに、本年９月６日に文

部科学省は児童生徒が登下校時に持ち運ぶ教科

書、教材、学用品の重さや量に配慮するよう促す

事務連絡を出しました。ゆとり教育見直し後、教

科書の大型化が進み、ページ数に至っては小学校

で34％、中学校で31％増加し、登下校時の荷物は
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重量化の傾向にあります。某ランドセルメーカー

が小学生らを対象に行った調査では、１週間のう

ち最も重い日の荷物重量は平均約4.7キロで、ラ

ンドセルの重さを含むと平均約６キロとなり、小

学生の約３割がランドセルを背負ったときに痛み

を感じているという結果も出ています。こうした

ことから、このたびの事務連絡では家庭学習で使

わない教材を学校に置いて帰る置き勉や学期末に

おける学習用具の計画的な持ち帰りなど教育現場

で実際に行われている工夫例を紹介し、各学校に

対してこれらを参考に対策を検討するよう求めて

います。要するにこれは、対応を教育現場に一任

されていることになります。

このような中、保護者には不安に感じておられ

る方も多いものと思いますが、私は適切な判断と

対策の上、早く子供たちの負担を軽減すべきであ

ると考えています。本件について教育委員会はど

のような対応をされ、対策をとられるのかお尋ね

します。

次に、ふるさと納税についてお尋ねします。ふ

るさと納税制度が創設されて以来、本町において

も真心の応援を全国各地から賜り、寄せられた資

金は上砂川町がんばる基金として子育てや教育、

町づくりなどに有効に活用させていただいていま

す。一方、納税者に対する返礼品の送付について、

一部の地方団体においてふるさと納税の趣旨に反

するような返礼品を送付し、地方団体間の競争が

過熱してまいりました。そこで、総務省は本年４

月１日付通知において返礼割合が３割を超えない

こと、地方団体の区域内で生産されたものを提供

することが適切であると責任と良識のある対応を

求めてまいりました。本町にとっては、地場産品

が乏しい環境の中で知恵を出し、工夫を凝らしな

がら良識のある返礼品を準備されてきたものと考

えております。しかしながら、このたび残念なが

ら返礼品の一品が資産性の高いものとして返礼品

としては認められなくなったとお伺いしました。

まことに残念な結果であります。また、急ぎ新た

な返礼品をつくり出すことについては現実的に大

変に厳しいのではないかとも考えます。

こうした状況の中、次のような新聞の記事に注

目してみました。熊本県菊池市では、ふるさと納

税返礼品に日本郵便が商品化しているみまもりサ

ービスを追加したという内容です。市内に１人で

暮らす家族の安否を定期的に確認できるというも

のであります。菊池市では、11万円以上を納税す

ると本サービスの利用ができ、郵便局員らが月１

回市内の家族のもとを訪れ、生活状況など10項目

について聞き取りをし、それをメールで指定先に

報告するというサービスの内容です。遠く離れ、

頻繁に訪れることのできない家族のための人的サ

ービスとなっています。これは、参考として特殊

な返礼品の一例としてご紹介させていただきまし

たが、全国にはまだまだ多くの工夫を凝らした返

礼品があるようです。

そこで、本町が物だけの返礼品のほかにこうし

た本町の実情に合った、また地域の問題の解決に

つながるようなサービスを提供することができれ

ば、特色のあるほかにはないふるさと納税として

の価値をつくり出せることになります。このよう

に新たな納税者を開拓し、本町とのつながりを広

げる観点から、ふるさと納税返礼品を積極的に模

索し、展開すべきときなのではないでしょうか。

今後のふるさと納税に対する本町の取り組みにつ

いてお伺いして、質問を終わります。

〇議長（大内兆春） ただいまの１番、小澤議員

の質問に対し、順次答弁を求めてまいります。初

めに、斉藤教育次長。

〇教育次長（斉藤琢也） １番、小澤議員の１件

目のご質問、置き勉等についてお答えいたします。

脱ゆとり教育による教科書のページ数増加など

で、小中学生のかばんが重くなっている状況につ

いて、保護者らから心配する声を受け、議員がお

っしゃるとおり文部科学省では宿題で使わない教

科書などを学校に置いて帰ることができるように

するなど、通学時の持ち物負担軽減に努めるよう
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全国の教育委員会に通知を出したところでござい

ます。本町におきましては、この通知を受け、校

長、教頭合同会議において各学校の対応状況を調

査したところ、小学校においては既に鍵盤ハーモ

ニカや書道セットやドリルなどの教材道具を置か

せており、国語辞典は学校に備えつけのものを使

用するため持たせて通学させておらず、中学校に

つきましても本年４月より基本的には学習に使う

教科書やノートは持ち帰ることはしているもの

の、リコーダー、スケッチブックなどの教材道具

を初め、保健体育や音楽など一部の教科書やノー

トについても教室内の棚に置いていくことを可能

としているなど、児童生徒の通学時の負担軽減に

取り組んでいる状況でございます。

教育委員会といたしましては、特に小学校児童

においては大部分が保護者等の自家用車にて登下

校している現状はあるものの、子供たちの体やそ

の成長に影響が出ないよう家庭の予習、復習学習

の必要性も考慮しながら、いわゆる置き勉につい

て今後も各学校ともに近隣市町の取り組みを参考

にしながら検討していくことを考えておりますこ

とを申し上げ、答弁といたします。

〇議長（大内兆春） 次に、米田総務課長。

〇総務課長（米田淳一） 小澤議員の２件目のご

質問、ふるさと納税についてお答えいたします。

本町のふるさと納税制度の経緯と現在の状況に

つきましては、平成20年の第２回定例会におきま

してふるさと上砂川町を応援いただく個人や団体

から広く寄附金を募り、寄附者の意向に沿って各

種事業に充当することを目的にふるさとづくり寄

附条例を制定し、またふるさとづくり基金を設置

して積み立て、制度開始から本年11月末時点で延

べ265件の個人、団体から総額5,657万9,085円の

寄附をお寄せいただいております。これまでの間、

有効な活用に努めてまいりました。この貴重な寄

附金を活用し、平成26年６月には小中学校の机、

椅子の更新へ400万円、平成28年７月には少年野

球チームのユニホーム等の用具一式に60万円を補

助、また平成29年６月にはスフェラー社の防災テ

ント購入に900万円を充当し、本年度においては

認定こども園等の図書購入に100万円を充当する

予定で、現在の基金残高は3,900万円ほどとなっ

ております。

一方で、議員ご指摘のとおり全国の自治体間に

おいて返礼品競争が過熱し、一部自治体において

は高額で換金性の高い商品券等や地場産品以外の

返礼品を設けるなど、ふるさと納税の本来の趣旨

に反する競争をマスコミ報道も相まって助長して

いる状態を踏まえ、総務省では昨年４月返礼品の

調達費を寄附額の３割以下に抑えるよう全国の自

治体に要請、ことし４月には返礼品を地場産品に

限ることを求めており、さらに悪質な自治体につ

いてはふるさと納税の対象外とすべく来年度から

制度改正を検討しているとのことであります。

返礼品の中で一番の人気はお米であり、地場産

品の乏しい本町におきましてはどうしても農産物

や海産物が豊富な自治体と比べ納税額が少ない状

況にあり、５万円以上の納税者に対するパンケの

湯ペア宿泊券の返礼が品物に頼らないまちおこし

の返礼としましてマスコミに取り上げられたもの

の、興味を示されるか不透明な部分もあり、なか

なか難しい実情にございます。

このような中、平成29年10月にスフェラーステ

ィックが資産性の高い返礼品との指摘を受け、返

礼品から除外したところであり、現在の返礼品に

つきましては工夫を凝らしながらニジマスの薫製

を初めとします８品目を納税額に応じ返礼してお

りますが、いろいろな観点から新たな返礼品を模

索してまいりたいと考えており、議員各位におか

れましてもよいお考えがあればご提案くださるよ

うお願い申し上げる次第でございます。

返礼品の競い合いは、ふるさと納税の本来の趣

旨に反し、原点に立ち返るとの趣旨で返礼品を取

りやめた自治体もございます。しかしながら、貴

重な財源でありますことから、本町では国の自粛

要請が強まる中にございましても納税本来の趣旨
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を堅持しつつ、納税額向上のためのソフト面を充

実させる方策として、今後インターネット等の媒

体を利用したＰＲやクレジットカードによる納付

決済、さらには具体的な寄附金の使い道を定め、

魅力ある事業に対する寄附を募るクラウドファン

ディングも一つの案としまして検討してまいりた

いと考えており、引き続きふるさと上砂川を応援

くださる多くの志を大切に、新たなふるさと納税

者を開拓するため、鋭意努力いたす所存でありま

すので、ご理解をお願い申し上げ、答弁といたし

ます。

〇議長（大内兆春） ただいまの答弁に対し、再

質問があれば許可いたします。小澤議員。

〇１番（小澤一文） １点、置き勉等についての

再質問をさせていただきますが、実際に既に取り

組んでおられるということでありますけれども、

今後保護者や児童生徒に対してアンケートなどで

状況の確認をする調査などを考えておられるのか

どうか、１点お聞きしたいと思います。

〇議長（大内兆春） ただいまの再質問に対して

答弁を求めます。教育次長。

〇教育次長（斉藤琢也） ただいま小澤議員から

ございましたとおり、そこのところちょっと頭か

ら私のほうではなかったものですから、今後そう

いったことについて検討させていただきたいなと

思います。

〇議長（大内兆春） よろしいですか。

〇１番（小澤一文） 結構です。

〇議長（大内兆春） ないようですので、打ち切

ります。

◇ 伊 藤 充 章 議員

〇議長（大内兆春） 次、３番、伊藤議員、ご登

壇の上ご発言願います。

〇３番（伊藤充章） 第４回定例会に当たり、さ

きに通告いたしました今後の水道事業の展望につ

いてご質問いたします。

先日水道事業の経営の安定化に向け、改正水道

法が衆参両院を通過し、成立いたしました。この

改正水道法は、水道施設を統合するなど事業の効

率化を進めるために複数の自治体が連携して広域

で水道事業を行う広域連携を推進することや民間

のノウハウを生かして経営を改善するため、水道

施設を自治体が保有したまま民間事業者に運営権

を売却できるコンセッション方式を導入するとし

ています。自治体の広域連携が進めば事業を効率

化し、質を担保できるというメリットがあります

が、コンセッション方式には水道事業を外国資本

に売り渡すことにつながるのではないか、本当に

安全で安価な水が供給されるのかということが懸

念されております。

この改正水道法の背景には、40年の耐用年数を

超えた水道管が平成28年度末の時点で全国で15％

に上るなど水道施設の老朽化が進む一方、自治体

の厳しい財政事情により施設、設備の更新が進ま

ないことや人口減少に伴って水道使用量が減少

し、事業に携わる職員の数も30年前に比べておよ

そ３割減少するなど経営状況が悪化していってい

るという事情があります。これは、当町において

も例外ではなく、今後必要になっていく老朽化し

た水道管の布設がえ等の施設、設備の更新や給水

戸数の減少に伴う水道使用量の減によりますます

経営状況は厳しいものになっていくと思われま

す。それらの事情により、今後見込まれるであろ

う水道料金の改定や広域水道への加入、コンセッ

ション方式の検討が必要となっていくのか、また

は今後も町独自の水道事業を維持していくのか展

望をお伺いいたします。

〇議長（大内兆春） ただいまの３番、伊藤議員

の質問に対し、答弁を求めます。佐藤建設課長。

〇建設課長（佐藤康弘） ３番、伊藤議員のご質

問、今後の水道事業の展望についてお答えいたし

ます。

初めに、改正水道法につきましては、人口減少

に伴う水需要の減少、水道施設の老朽化、深刻化

する人材不足等の水道の直面する課題に対応し、
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水道の基盤強化を図ることを目的に国会に提出さ

れ、去る12月６日に成立いたしました。また、改

正の概要では、国、都道府県及び市町村の責務の

明確化や広域連携の推進、適切な資産管理の推進、

官民連携の推進、指定給水装置工事事業者制度の

改善の５つの柱が示されました。

本町における水道事業の状況でありますが、人

口減少と水需要の減少は深刻な問題であり、平成

29年度決算値と10年前の平成19年度決算値を比較

しますと給水人口は1,198人減の3,084人、給水量

は19万4,000トン減の28万8,255トン、料金調定額

は4,773万3,000円減の8,631万3,000円まで減少し

ております。繰入金の状況につきましては、平成

29年度決算特別委員会でお示しいたしましたが、

１億947万6,000円を一般会計から繰り入れし、収

支の均衡を図っており、そのうち交付税に算入さ

れる繰り入れ、繰り出し基準を超える赤字補填額

は1,522万8,000円となっており、これを料金に換

算した場合、平成29年度単年度で約17.6％の料金

改定が必要になると試算しており、原則水道料金

で運営する独立採算制とされている経営状況は非

常に厳しい状況にあります。また、料金改定につ

きましては、昭和61年４月に改定後、平成７年11

月に平均改定率12.3％、平成18年４月にも12.3％

を料金改定し、平成28年４月には８％の消費税転

嫁が行われ、今日に至っております。

水道料金を近隣市町と比較いたしますと、家事

用一般料金で10立方メートルを使用した場合の料

金は最高が夕張市の3,041円、最低が岩見沢市の1,

490円で、平均は2,544円となっており、上砂川町

の水道料金は2,808円で、平均的な金額に設定さ

れているものと考えますが、これは一般会計から

の繰入金に大きく依存していることによるもので

あります。

次に、水道施設の老朽化についてでありますが、

昭和62年７月の炭鉱閉山後移管を受けた三井専用

水道施設は、昭和63年度から平成６年度まで閉山

炭鉱水道補助により専用水道全区域の導水管、送

水管、配水管を総延長２万1,535メートルにわた

り更新を行ってまいりました。また、旧上水道区

域におきましては、簡易水道事業として平成18年

度から浄水施設の電気計装設備の更新と40年の耐

用年数を経過した13.9％に当たる8,263メートル

の配水管布設がえを計画的に進めてきており、本

年度で3,028メートルの更新を完了し、残る5,235

メートルにつきましても今後年次計画で更新を進

めてまいります。

議員ご質問の水道料金の改定や広域水道への加

入、コンセッション方式による民営化の検討が必

要となっていくのか、または今後も町独自の水道

事業を維持していくのかとの今後の展望について

でありますが、広域連携や官民連携の推進につき

ましては現在法案が成立したばかりで具体的な指

針等は示されておりませんが、都道府県は広域連

携を推進するため、関係市町村及び水道事業者等

を構成員とする協議会を設けることができるとな

っていることから、今後道から広域連携の枠組み

が示され、協議会が設置されるものと考えており

ます。しかし、将来的には給水収益の減少により

町単独での水道経営が難しくなることも懸念さ

れ、水道料金の改定も今後避けては通れない課題

であり、また広域連携についても検討せざるを得

ない時期が来るものと考えますが、水道は住民の

生命を支える大切なライフラインであり、直接住

民に影響を与える非常に難しい問題であることか

ら、今後議会や町民の皆様からご意見等をいただ

きながら検討してまいりたいと考えております。

改正水道法は、公布の日から１年を超えない範

囲内に施行されることから、今後国や道の動向を

注視し、対応してまいりたいことを申し上げまし

て、答弁とさせていただきます。

〇議長（大内兆春） ただいまの答弁に対し、再

質問があれば許可いたします。伊藤議員。

〇３番（伊藤充章） 今後広域のほうも考えてい

かなければならないことになるのではないかとい

うことでございましたが、もしそうなった場合、
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上砂川町の水というのはこのあたりでは非常にお

いしいという評判があります。それを維持してい

くためには、現在使われている浄水場が必要だと

思うのですが、もし広域化する場合、こちらの施

設というのは維持できるものなのでしょうか。も

しくは、少しでも可能性があるのか、ちょっとそ

の辺だけお伺いしたいですが。

〇議長（大内兆春） 佐藤建設課長。

〇建設課長（佐藤康弘） 統合の方法につきまし

ては、いろいろな方法がありまして、施設を統合

する方法、または会計上のみだけの統合という方

式もありますものですから、上砂川町のおいしい

水を残すためにはやはり上砂川町の施設を残すよ

うな形で検討をしてまいりたいというふうには考

えております。

〇議長（大内兆春） よろしいですか。

〇３番（伊藤充章） ありがとうございました。

〇議長（大内兆春） ないようですので、打ち切

ります。

◇ 数 馬 尚 議員

〇議長（大内兆春） 次、５番、数馬議員、ご登

壇の上ご発言願います。

〇５番（数馬 尚） 平成30年第４回定例会に当

たり、一般質問をさせていただきます。

遅い、遅いと言われた初雪もみぞれまじりでし

たが、11月18日に降り、ことしも冬の季節がやっ

てまいりました。昨年は記録的な大雪となり、私

の家の真下にある公営住宅では屋根の雪が２メー

トル近くも堆積し、雪庇の落下により居室の窓や

廊下の窓ガラスが割れる被害も発生いたしまし

た。そして、住宅の出入り口も雪庇が異常な厚さ

で垂れ下がり、その下を高齢者の方が出入りする

たびにはらはらしながら見ておりました。そこで、

町としても昨年の状況を踏まえ、いろいろと除雪

対策を講じておられると思いますが、次の２点に

ついてお尋ねしたいと思います。

１点目、降雪状況にもよりますが、公営住宅の

出入り口については雪庇による人身事故が起きな

いように早目の対応をお願いしたいと思います。

ちなみに、昨年度は３月に入ってからの１回のみ

の除雪であったと記憶しております。

２点目、道路の除雪については町広報12月号に

ていろいろと協力要請があり、道路に雪を出さな

いようにとありますが、近くに空き地がない場合

はやむを得ず道路の路肩に雪を押しつけるような

状況になっておりますが、そのかたい雪が排雪後

出入り口に取り残されて、大げさな表現になるか

もしれませんけれども、雪の壁になっている状況

にあります。小さいものは砕いて処理いたします

が、大きなものはとても歯が立ちません。こうし

た状況は毎年のことですが、担当している業者に

よっては除雪機の底で手前にかき出して持ってい

ってくれる方もおります。いずれにしても、高齢

者が処理できないような大きいサイズのものは取

り除くか、砕いて小さくするなどしていただきた

いと思いますが、多少時間がかかると思いますけ

れども、少しの配慮で高齢者が四苦八苦しなくて

済み、ひいてはいつまでも上砂川町に住んでいた

いとの思いにつながると思いますので、よろしく

ご配慮いただきますようお願い申し上げまして、

質問を終わりたいと思います。

以上です。

〇議長（大内兆春） ただいまの５番、数馬議員

の質問に対し、答弁を求めてまいります。三原建

設課技師長。

〇建設課技師長（三原浩明） ５番、数馬議員の

ご質問、除雪対策についてお答えいたします。

初めに、本町の昨年の降雪量につきましては、

消防上砂川支署の記録で８メートル30センチ、積

雪は１メートル55センチであり、近隣の砂川市で

９メートル95センチ、歌志内市で12メートル92セ

ンチの降雪量を記録していることから、議員ご指

摘のとおり記録的な大雪の年でありました。

１点目のご質問、公営住宅の出入り口の雪庇に

よる人身事故が起きない早目の対応についてであ
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りますが、雪庇落としの対象となる公営住宅は63

棟436戸あり、この住宅は２階建て以上の住宅の

ため高所作業車を使用して作業を行っておりま

す。昨年は、記録的な大雪のため高所作業車が計

画どおり確保できず作業がおくれてしまいました

が、幸いにして事故がなかったものの、ご指摘の

とおり早目の対応が必要であると考えておりま

す。本年度につきましては、在宅高齢者等除雪サ

ービスにおいて一般の２階建て住宅の屋根除雪が

拡充され対象となり、高所作業車を用いての実施

が予定されておりますことから、このサービスと

連携することにより高所作業車の確保が可能とな

ると考えておりますので、町営住宅入居者の安全、

安心を確保するため、高所作業車による雪庇落と

しの早目の対応に努めてまいります。

次に、２点目の道路除雪で排雪後出入り口に取

り残されて雪の壁になり、その周りにそのかたい

雪を取り除くか、砕いて小さくしていただきたい

とのことに対しましては、町としてはショベルド

ーザーによる除雪で出入り口に雪を多く残さない

よう配慮し、湿った雪やかたい雪が壁のように残

ってしまった場合には取り除くよう各運転手に指

示し、実施しております。また、トラック除雪車

においても湿った雪やかたい雪が玄関間口などに

残ってしまうようなケースの場合は取り除き作業

を実施しておりますが、実態として残ってしまう

箇所もあり、全てを取り除くことができていない

状況にあります。町といたしましては、今まで同

様出入り口を含め冬期間の冬道の安全、安心を確

保するために万全を期し、冬期間の暮らしをより

住みやすくするため努めてまいりたいと考えてお

りますので、ご理解くださいますようお願い申し

上げ、答弁とさせていただきます。

〇議長（大内兆春） ただいまの答弁に対し、再

質問があれば許可いたします。

〇５番（数馬 尚） ありません。

〇議長（大内兆春） ないようですので、打ち切

ります。

以上で一般質問を終了いたします。

ここで暫時休憩いたします。

休憩 午前１０時４８分

再開 午前１０時５９分

〇議長（大内兆春） 休憩を解きまして、休憩前

に引き続き会議を開きます。

◎議案第２３号 議案第２４号 議案第２５号

議案第２６号 議案第２７号 議案第２８号

議案第２９号 議案第３０号

〇議長（大内兆春） 日程第３、議案第23号から

日程第10、議案第30号については既に提案理由並

びに内容説明が終了しておりますので、順次質疑、

討論、採決を行ってまいります。

日程第３、議案第23号 上砂川町移住定住促進

条例の制定について議題といたします。

本件に対する質疑を受けます。質疑ございませ

んか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（大内兆春） ないようですので、打ち切

ります。

これより討論を行います。討論ございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（大内兆春） 討論なしと認めます。

これより議案第23号について採決をいたしま

す。

お諮りいたします。本件は、原案のとおり決定

することにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。

したがって、議案第23号 上砂川町移住定住促

進条例の制定については、原案のとおり決定いた

しました。

日程第４、議案第24号 上砂川町認定こども園

設置条例の制定について議題といたします。

本件に対する質疑を受けます。質疑ございませ

んか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕
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〇議長（大内兆春） ないようですので、打ち切

ります。

これより討論を行います。討論ございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（大内兆春） 討論なしと認めます。

これより議案第24号について採決をいたしま

す。

お諮りいたします。本件は、原案のとおり決定

することにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。

したがって、議案第24号 上砂川町認定こども

園設置条例の制定については、原案のとおり決定

いたしました。

日程第５、議案第25号 上砂川町児童館設置条

例の一部を改正する条例制定について議題といた

します。

本件に対する質疑を受けます。質疑ございませ

んか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（大内兆春） ないようですので、打ち切

ります。

これより討論を行います。討論ございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（大内兆春） 討論なしと認めます。

これより議案第25号について採決をいたしま

す。

お諮りいたします。本件は、原案のとおり決定

することにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。

したがって、議案第25号 上砂川町児童館設置

条例の一部を改正する条例制定については、原案

のとおり決定しました。

日程第６、議案第26号 一般職の職員の給与に

関する条例の一部を改正する条例制定について議

題といたします。

本件に対する質疑を受けます。質疑ございませ

んか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（大内兆春） ないようですので、打ち切

ります。

これより討論を行います。討論ございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（大内兆春） 討論なしと認めます。

これより議案第26号について採決をいたしま

す。

お諮りいたします。本件は、原案のとおり決定

することにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。

したがって、議案第26号 一般職の職員の給与

に関する条例の一部を改正する条例制定について

は、原案のとおり決定しました。

日程第７、議案第27号 特別職の職員の給与に

関する条例等の一部を改正する条例制定について

議題といたします。

本件に対する質疑を受けます。質疑ございませ

んか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（大内兆春） ないようですので、打ち切

ります。

これより討論を行います。討論ございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（大内兆春） 討論なしと認めます。

これより議案第27号について採決をいたしま

す。

お諮りいたします。本件は、原案のとおり決定

することにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。

したがって、議案第27号 特別職の職員の給与

に関する条例等の一部を改正する条例制定につい

ては、原案のとおり決定いたしました。

日程第８、議案第28号 平成30年度上砂川町一

般会計補正予算（第４号）について議題といたし
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ます。

本件に対する質疑を受けます。質疑ございませ

んか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（大内兆春） ないようですので、打ち切

ります。

これより討論を行います。討論ございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（大内兆春） 討論なしと認めます。

これより議案第28号について採決をいたしま

す。

お諮りいたします。本件は、原案のとおり決定

することにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。

したがって、議案第28号 平成30年度上砂川町

一般会計補正予算（第４号）は、原案のとおり決

定いたしました。

日程第９、議案第29号 平成30年度上砂川町下

水道事業特別会計補正予算（第２号）について議

題といたします。

本件に対する質疑を受けます。質疑ございませ

んか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（大内兆春） ないようですので、打ち切

ります。

これより討論を行います。討論ございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（大内兆春） 討論なしと認めます。

これより議案第29号について採決をいたしま

す。

お諮りいたします。本件は、原案のとおり決定

することにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。

したがって、議案第29号 平成30年度上砂川町

下水道事業特別会計補正予算（第２号）は、原案

のとおり決定いたしました。

日程第10、議案第30号 平成30年度上砂川町水

道事業会計補正予算（第２号）について議題とい

たします。

本件に対する質疑を受けます。質疑ございませ

んか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（大内兆春） ないようですので、打ち切

ります。

これより討論を行います。討論ございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（大内兆春） 討論なしと認めます。

これより議案第30号について採決をいたしま

す。

お諮りいたします。本件は、原案のとおり決定

することにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。

したがって、議案第30号 平成30年度上砂川町

水道事業会計補正予算（第２号）は、原案のとお

り決定いたしました。

◎調査第４号

〇議長（大内兆春） 日程第11、調査第４号 所

管事務調査について議題といたします。

お手元に配付してありますように、議会運営委

員長から会議規則第74条の規定により閉会中の継

続調査について申し出がありましたので、委員長

の申し出のとおりこれを許可してまいりたいと思

いますが、これにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。

よって、本件は委員長の申し出のとおり許可す

ることに決定いたしました。

◎派遣第３号

〇議長（大内兆春） 日程第12、派遣第３号 議

員派遣承認について議題といたします。

これもお手元に配付のプリントに内容が記載さ
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れておりますように、これを派遣してまいりたい

と思いますが、これにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。

よって、本件は派遣することに決定いたしまし

た。

◎年末挨拶

〇議長（大内兆春） 以上で今定例会に付議され

ました案件につきましては、全て終了いたしまし

た。

ことし最後の議会でございますので、ここで町

長よりご挨拶をいただきたいと思います。奥山町

長。

〇町長（奥山光一） ご指示により、平成30年の

最終議会に当たりご挨拶を申し上げます。

ことしも早いもので、そして平成最後の12月定

例会の閉会を迎えます。この１年間、大内議長を

初め、議員各位には大変厳しい環境の中にありま

して、山積する本町の抱える諸課題の解決に向け、

ご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。

また、本会議並びに各委員会などにおきまして提

案いたしました各案件につきましても真摯なご審

議を賜り、全議案につきまして原案どおり可決、

決定をいただきましたことに対し、重ねてお礼を

申し上げます。

私ごととなりますが、本年４月にとり行われま

した町長選挙におきまして多くの皆様の温かいご

支援を賜り、はえある無投票により私自身２期目

となります第19期町政を担わせていただくことに

なりました。引き続き本町の最重要課題でありま

す人口減少と少子高齢化対策に取り組んでまいり

ますので、議員各位のご支援、ご協力をお願い申

し上げます。

ことし１年を顧みますと、ここ数年必ず大規模

な自然災害についてお話をしております。ことし

もやはり台風、集中豪雨、地震、そして災害級の

猛暑と全国各地で自然災害が発生し、甚大な被害

に見舞われております。特に９月６日未明に発生

いたしました胆振東部地震におきましては、北海

道で初めて震度７を観測、また北海道電力の全て

の発電所が緊急停止したことにより、およそ２日

間にわたり全道が停電となる、いわゆるブラック

アウトとなりました。この地震により本町では震

度３を観測したものの、幸いにして大きな被害の

発生はなく、ブラックアウトにより町民生活に大

きな支障を及ぼすものが発生したのみとなってお

ります。被災地である胆振東部３町の本格的な復

旧、復興はこれからと聞いておりますが、まさに

身近で大規模災害が発生しております。対岸の火

事と捉えるのではなく、他山の石として今まで以

上に災害に対する備えに心がけていきたいという

ふうに考えております。改めて被災地の一日も早

い復興と被害に遭われた皆様に対し、お見舞いと

ご冥福をお祈りいたします。

本町におきましては、依然として急激な人口減

少とそれに伴う少子高齢化の進展が著しく、町政

最大の課題となっており、人口につきましては残

念ながら11月末時点で3,000人を下回り、極めて

厳しい状況下にあるものの、地道ではありますが、

これまで進めてまいりました各種制度、施策の推

進により、わずかでありますが、にぎわいのある

町へと変貌しつつあると感じているところであり

ます。

また、本年は本町出身の安藤翔さんが剣道の世

界選手権で個人、団体での優勝、さらに上砂川中

学校男子バドミントン部が空知大会を制し全道大

会に出場するなど、町民の皆様の快挙により町に

とって明るい話題も多数ございました。来年は、

上砂川町が開拓され120年、開町70年の記念すべ

き節目の年を迎えますが、人口減少と少子高齢化

により本町を取り巻く環境はますます厳しさを増

しております。町民の負託に応え、議員の皆様、

そして職員の力をおかりし、上砂川町を守り、明

るい町づくりに向け自主財源の乏しい脆弱な財政

基盤の中、重要課題の対応と住民生活基盤の確保
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に向け、第７次総合計画、さらには終盤を迎えて

おりますまち・ひと・しごと総合戦略に基づいて

引き続き町づくりを進めてまいりますので、よろ

しくお願いいたします。

議員各位には、これまで住民代表として本町の

発展、振興にご理解とご協力を賜りましたことに

改めて深く感謝を申し上げ、ことしは寒暖の差が

激しく、体調管理が難しい冬の訪れとなっており

ますが、くれぐれもご自愛いただき、新年を迎え

られますことをご祈念申し上げ、本年議会の閉会

に当たっての挨拶とさせていただきます。この１

年間、本当にありがとうございました。

〇議長（大内兆春） 町長、ありがとうございま

した。

私からも一言ご挨拶を申し上げます。本年最後

の定例会も皆様のご協力により無事終了すること

ができました。心よりお礼を申し上げます。

ことしは、平成30年という節目の年であり、北

海道命名から150年、近隣でも砂川市、滝川市、

そして歌志内市が市制60周年、さらには町内にお

いても郷土芸能獅子神楽の奉納100周年を祝う年

でもありました。こんな区切りのよい年でもやは

り災害は起きるもので、２月には北陸地方で車両

が３日間立ち往生する記録的な降雪があり、６月

には大阪北部で震度６の地震、７月には記録的な

大雨で広島、岡山を中心とした河川の氾濫や洪水

がありました。そして、やはり記憶に残るのが９

月の胆振東部地震であります。北海道初めての震

度７を記録した地震により多くのとうとい命が失

われ、被災地では今もなお多数の方々が不自由な

生活を送られています。ここに改めて犠牲になら

れた方々へ深く哀悼の意をあらわすとともに、被

災された皆様に対し心よりお見舞いを申し上げ、

一日でも早く安心のもと生活を取り戻せるように

願うものであります。

昨年私は、ここで北朝鮮が日本上空に向けて弾

道ミサイルを発射し、平和の不安が増すばかりと

申しましたが、ことしは一変し、６月に史上初め

て米朝首脳会談が行われ、共同声明に朝鮮半島の

非核化へ向けて取り組むという内容が盛り込まれ

ました。非核化の時期や具体策の言葉はありませ

んでしたが、平和への希望が持てる声明であり、

核兵器のない平和な世の中になるよう願うもので

あります。

国内では、第４次安倍内閣改造が10月に発足し、

来年10月より消費税10％の引き上げを決断いたい

ました。幼児教育、保育無償化など全世代型社会

保障の実現を目指し、さらに増税による景気減速

への対策も行うとしておりますが、地方の景気回

復と活力が出る政策、そして国民の多くが安心し

て暮らせる政治を実践することを望むものであり

ます。

さて、町内ではことし４月の町長選挙におきま

して奥山町長が再選され、第19期町政が始動いた

しました。これまでの町民の皆様との協働の町づ

くりを継続しながら、健全財政と民主的な町政運

営を図っていただくことを期待しております。議

会といたしましても町民の皆様が安心して暮らせ

る町、そして住み続けたいと思える町づくりの実

現のため努力していく所存であります。

冒頭にも申し上げましたが、議員各位におかれ

ましては、本年開催された各定例会、臨時会に提

案されました全案件につきましても慎重な審議を

いただきましたことに対して感謝を申し上げま

す。また、円滑な議会運営にご協力を賜りました

ことに対しても重ねて感謝を申し上げる次第でご

ざいます。

ことしも残り少なくなりました。どうか理事者

の皆様、そして議員の皆様には健康に留意され、

ご家族ともどもお元気で新年を迎えられますよう

ご祈念申し上げまして、ご挨拶といたします。

◎閉会の宣告

〇議長（大内兆春） 以上で平成30年第４回上砂

川町議会定例会を閉会いたします。

ご苦労さまでございました。



－34－

（閉会 午前１１時１５分）

地方自治法第１２３条第２項の規定に

よりここに署名する。

議 長 大 内 兆 春

署 名 議 員 髙 橋 成 和

署 名 議 員 小 澤 一 文


